
菅
義
政
権
は
３
月
26
日
、
米

軍
・
自
衛
隊
の
基
地
、
海
上
保

安
庁
の
施
設
、
原
発
な
ど
の

「
重
要
施
設
」
と
国
境
に
あ
る

離
島
に
つ
い
て
、
機
能
が
阻
害

さ
れ
る
事
態
を
防
ぐ
の
を
目
的

と
し
た
「
重
要
土
地
等
調
査
規

制
法
案
」
を
閣
議
決
定
し
、
今

国
会
に
提
出
し
て
い
ま
す
。

こ
の
法
案
は
、
米
軍
・
自
衛

隊
の
基
地
や
原
発
の
周
辺
約
１

キ
ロ
以
内
の
土
地
・
建
物
の
所

有
者
ら
の
個
人
情
報
や
土
地
の

利
用
状
況
を
調
査
し
、
勧
告
・

命
令
、
刑
事
罰
を
含
む
規
制
を

可
能
に
す
る
強
力
な
権
限
を
政

府
に
あ
た
え
る
も
の
で
す
。

調
査
事
項
は
「
氏
名
、
住
所
、

国
籍
等
」
と
「
利
用
状
況
」
、

調
査
方
法
は
「
現
地
・
現
況
調

査
」
・
「
不
動
産
登
記
簿
や
住

民
基
本
台
帳
等
の
公
簿
収
集
」

な
ど
と
説
明
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
ら
に
限
ら
れ
る
保
証
は
無

く
、
思
想
信
条
や
職
歴
、
家
族
・

交
友
関
係
な
ど
が
調
べ
ら
れ
デ
ー

タ
化
さ
れ
ま
す
。

琉
球
新
報
は
３
月
27
日
、

「
新
た
な
治
安
維
持
法
と
言
う

べ
き
危
険
な
法
律
だ
」
と
厳
し

く
批
判
し
、
朝
日
新
聞
は
４
月

３
日
の
社
説
で
、
法
案
に
「
乱

用
の
恐
れ
が
ぬ
ぐ
え
ぬ
」
と
報

じ
て
い
ま
す
。

国
民
へ
の
監
視
を
強
化
し
、

基
本
的
人
権
を
踏
み
に
じ
る
法

案
は
、
廃
案
に
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

鹿
児
島
県
の
馬
毛
島
で
は
、

米
空
母
艦
載
機
の
離
着
陸
訓
練

(

Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ)

の
移
転
と
、
自
衛

隊
基
地
の
建
設
と
が
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。
同
島
の
周
辺
海
域

で
防
衛
省
が
進
め
て
い
る
ボ
ー

リ
ン
グ
調
査
に
よ
っ
て
漁
業
権

を
侵
害
さ
れ
る
と
し
て
、
漁
業

者
が
調
査
の
中
止
を
求
め
て
い

た
仮
処
分
の
申
し
立
て
に
つ
い

て
、
東
京
地
方
裁
判
所
は
３
月

26
日
に
、
こ
れ
を
退
け
る
決
定

を
し
ま
し
た
。

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
海
域
と
な

る
馬
毛
島
の
周
辺
を
漁
場
と
す

る
17
人
が
申
し
立
て
て
い
ま
し

た
。
漁
業
が
制
限
さ
れ
て
ト
コ

ブ
シ
な
ど
の
生
息
地
が
荒
ら
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
大
き
な

損
害
が
出
る
と
指
摘
し
て
い
ま

し
た
。

裁
判
長
は
、
漁
業
活
動
が
妨

害
さ
れ
る
よ
う
な
的
確
な
資
料

が
な
い
な
ど
と
し
て
、
申
請
を

却
下
し
ま
し
た
。

司
法
は
、
真
摯
に
地
元
漁
業

者
の
切
実
な
訴
え
に
応
え
る
べ

き
で
す
。

陸
上
自
衛
隊
の
オ
ス
プ
レ
イ

５
機
目
が
４
月
６
日
の
１
時
半

頃

、
米
軍
岩
国
基
地
か
ら
飛

来
し
、
陸
上
自
衛
隊
木
更
津
駐

屯
地
に
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

住
民
の
会
が
８
人
ほ
ど
で
監

視
行
動
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

陸
上
自
衛
隊
の
オ
ス
プ
レ
イ

は
、
第
１
陣
と
し
て
２
機
、
第

２
陣
と
し
て
５
機
が
、
そ
れ
ぞ

れ
米
国
か
ら
在
日
米
海
兵
隊
岩

国
基
地
に
輸
送
さ
れ
て
お
り
、

飛
行
準
備
が
整
っ
た
機
体
か
ら

順
次
「
暫
定
配
備
先
」
で
あ
る

木
更
津
駐
屯
地
へ
の
輸
送
飛
行

を
行
っ
て
い
ま
す
。
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機
目
が
木
更
津
に
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２
０
２
１
年
国
民
平
和
大
行

進
は
、
５
月
６
日
広
島
に
向
け

て
出
発
し
ま
す

今
年
の
原
水
爆
禁
止
２
０
２

１
年
世
界
大
会
の
成
功
を
め
ざ

す
東
京
の
平
和
行
進
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
防
止

対
策
を
行
い
な
が
ら
、
「
歩
く
」

平
和
行
進
を
行
い
ま
す
。

出
発
集
会
は
10
時
か
ら
日
本

原
水
協
Ｈ
Ｐ
で
配
信
し
ま
す
。

平
和
行
進
の
出
発
式
は
12
時

45
分
か
ら
江
東
区
深
川
公
園

(

予
定)

で
行
い
、
13
時
に
ス
タ
ー

ト
し
、
銀
座
を
通
り
日
比
谷
公

園
ま
で
行
き
ま
す
。

７
日
は
、
港
区
芝
公
園
の

「
平
和
の
灯
」
の
前
で
出
発
集

会
を
行
い
ま
す
。
品
川
区
、
大

田
区
を
通
り
、
六
郷
橋
で
神
奈

川
県
に
引
き
継
ぎ
ま
す
。

２
年
ぶ
り
の
平
和
行
進
で
す
。

行
進
へ
の
参
加
、
沿
道
か
ら
の

声
援
な
ど
コ
ロ
ナ
対
策
を
万
全

に
し
て
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

今
年
も
広
島
に
届
け
る
「
平

和
行
進
ペ
ナ
ン
ト
（
１
０
０
０

円
）
」
に
取
り
組
み
ま
す
。
個

人
で
グ
ル
ー
プ
で
平
和
の
思
い

を
書
き
込
み
広
島
に
届
け
ま
し
ょ

う
。
ま
た
「
行
進
う
ち
わ(

１

５
０
円)

」
「
行
進
フ
ラ
ッ
グ

(

１
５
０
０
円)

」
も
あ
り
ま
す
。

申
込
：
東
京
原
水
協
ま
で(

0
3
-

5
3
9
5
-
4
2
2
2
)

米
軍
機
の
低
空
飛
行
中
止
を

求
め
る
オ
ン
ラ
イ
ン
全
国
交
流

会
の
ご
案
内

沖
縄
や
東
京
都
心
で
、
米
軍

機
に
よ
る
異
常
な
超
低
空
飛
行

が
繰
り
返
し
目
撃
さ
れ
て
い
ま

す
。
航
空
法
が
定
め
る
最
低
安

全
高
度
以
下
を
傍
若
無
人
に
飛

行
す
る
米
軍
機
の
姿
を
、
マ
ス

コ
ミ
や
市
民
が
繰
り
返
し
映
像

で
と
ら
え
、
告
発
し
ま
し
た
。

鹿
児
島
や
徳
島
、
高
知
、
愛

媛
、
鳥
取
、
島
根
な
ど
中
国
・

四
国
各
県
で
も
過
去
最
高
の
目

撃
情
報
や
騒
音
が
記
録
さ
れ
、

自
治
体
や
議
会
が
相
次
い
で
低

空
飛
行
中
止
を
求
め
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
日
本
政
府
は
、
こ

れ
ら
決
定
的
な
映
像
を
前
に
し

て
も
、
「
事
実
を
確
認
中
」
と
、

こ
れ
に
抗
議
し
中
止
を
求
め
よ

う
と
し
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
事
態
を
放
置
す

る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
人

命
を
脅
か
す
大
問
題
で
す
。

無
法
な
飛
行
実
態
を
明
ら
か

に
し
、
低
空
飛
行
中
止
と
航
空

特
例
法
の
撤
廃
、
日
米
地
位
協

定
の
抜
本
改
定
を
求
め
る
オ
ン

ラ
イ
ン
学
習
交
流
会
を
開
催
し

ま
す
。

内
容
は
、
囲
み
記
事
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。

東
京
労
働
会
館
地
下
会
議
室

(

豊
島
区
南
大
塚
２
丁
目
33-

10)

に
東
京
視
聴
会
場(

参
加
費
無

料)

を
設
置
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
は
東
京
平
和
委
員
会

(

電
話0

3
-
5
9
2
7
-
1
4
8
5

）
ま
で
。

東
京
芸
術
座
ア
ト
リ
エ
公
演

「
パ
ン
プ
キ
ン
ー
模
擬
原
爆
の

夏
ー
」

《
あ
ら
す
じ
》

大
阪
に
住
む
ヒ
ロ
カ
の
マ
チ

に
、
従
兄
弟
の
た
く
み
が
や
っ

て
き
た
。
戦
時
中
に
落
と
さ
れ

た
模
擬
原
爆
パ
ン
プ
キ
ン
に
つ

い
て
調
べ
る
た
め
に
。

か
ぼ
ち
ゃ
に
似
た
形
か
ら
名

付
け
ら
れ
た
パ
ン
プ
キ
ン
爆
弾

は
、
原
子
爆
弾
を
落
と
す
た
め

の
練
習
用
爆
弾
だ
っ
た
。

私
の
マ
チ
に
？
身
近
に
起
こ
っ

た
戦
争
の
傷
あ
と
に
ふ
れ
、
何

も
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
驚
く

ヒ
ロ
カ
は
…

（
問
合
せ
は
東

京
芸
術
座
・
た
か
の
き
よ
こ
ま

で
）

◇
早
く
も
桜
が
散
り
、
つ
つ
じ

の
開
花
。
き
ょ
う
は
、
近
所
で

藤
の
花
と
の
出
会
い
も
。

◇
春
の
日
差
し
の
中
、
大
切
な

方
々
の
訃
報
が
相
次
い
だ
。

３
月
４
日
、
『
広
島
第
二
県
女

二
年
西
組
』
（
ち
く
ま
文
庫
）

で
知
ら
れ
る
関
千
枝
子
さ
ん

（
享
年
88
）
。
３
月
７
日
、
第

五
福
竜
丸
乗
組
員
だ
っ
た
大
石

又
七
さ
ん
（
享
年
87
）
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
。

◇
野
の
花
で
は
、
イ
ヌ
ノ
フ
グ

リ
も
咲
い
て
い
る
。
朝
鮮
戦
争

時
に
つ
く
ら
れ
た
と
い
う
反
戦

歌
「
い
ぬ
ふ
ぐ
り
」
を
編
集
子

は
思
い
出
し
て
い
る
。
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２
０
２
１
年
国
民
平
和
大
行
進

オ
ン
ラ
イ
ン
全
国
交
流
会

演
劇
紹
介

編
集
後
記


